


T-W-O [ Through -World ‒Outside ]
2025年11月28日（金） 上演時間：約50分
会場：草月ホール ｜草月会館 地下一階
青山一丁目駅 南青山4番出口 徒歩5分

 ｜ 東京メトロ銀座線・半蔵門線／都営地下鉄大江戸線

赤坂見附駅 A出口 徒歩10分
 ｜ 東京メトロ銀座線・丸ノ内線

● マチネ
15:00 開場／open,　15:30開演／start

● ソワレ
19:00 開場／open,　19:30開演／start

 前売り：4,500円／当日：5,000円
【チケット予約：86b210@gmail.com】

【 86B210について】
国内外で、常にジャンルを超えて活動する前衛舞踊デュオ。
在仏日本大使館広報大文化センター『パリ‐東京フェスティバル』を皮
切りに欧州各国で活動。“人間らしく生きる”をテーマにした詩的な作品
づくりと、感覚的実験としての“即興”、この2つをベースに活動している。
2 0 0 7年『 D A N S E R 』（フランス）、および『 b a l l e t t a n z , 
Best Stage 34』（ドイツ）のトップに掲載。
2013年、Art Space 呼 応（co-oh）を開業。様々なアートが交流でき
る場を提供。アーティストとのセッションの他、写真・映像作品に出演。
モノクローム写真の巨匠、Michael Kennaの大回顧展では被写体を務
め、恵比寿写真美術館に出展された。
その他、大分県立美術館教育普及、『瀬戸内リトリート 青凪文化音楽芸
術祭』、『アートビオトープ那須』、『山のシューレ』等に出演。
2022年、舞台作品「震える空~Vibrating Sky」がエストニアの『Aasia 
festivalil 1000 kurge』に、またスイスとフランスでも招聘。好評を博
した後、2024年に再招聘された。
2022年、2024年には国際的アートトリエンナーレ『越後妻有大地の芸
術祭』に出品。民謡協会とのコラボレーション作品をドミニク・ペローの
バタフライパヴィリオンと共に発表。

連絡先： 「Art Space 呼応」 86B210
東京都新宿区四谷3-6-9 結城ビル 地下1F

E-mail : 86b210@gmail.com
HP : https://www.86b210.com

●助成：アーツカウンシル東京
［東京芸術文化創造発信助成（単年助成）］ 芸術創造活動


